
 

 

 

「新たな年を迎え 海部地域の農業の発展に向けて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及センターNews No.209 

令和５年１月１日 

愛⻄市畜産組合では、地域の耕種農家の⽅々へ畜産農家が製造した堆肥の円滑な提供と利⽤促進の
ために、この度新たに「堆肥マップ」を作成しました。愛⻄市役所産業振興課が中心となり、市内の
畜産農家との意見を調整し、海部農林水産事務所農政課及び農業改良普及課の助言を得て、10 数年
ぶりに新たに更新されました。 

耕種農家からは「地元での堆肥の購入先を知らない。」という声が多数あり、一⽅、市内の畜産農
家では「堆肥が売れていない。」という実態があります。
「堆肥マップ」で紹介されている畜産農家は「これを機
会に堆肥を販売していることを知って、作物の生産に役
立ててもらいたい。」と期待を寄せています。家畜由来の
堆肥が有効な資源として、耕畜連携の輪が形成されるよ
うに農業改良普及課も支援を継続していきます。 

なお「堆肥マップ」は愛⻄市役所産業振興課で入手で
きます。 

「堆肥マップ」で耕畜連携を広げよう︕ 

新年明けましておめでとうございます。旧年中は、農家の皆様を始め関係機関、
団体の⽅々には、農業改良普及課の業務に対しまして格別の御理解と御支援を賜り、
厚くお礼申し上げます。 

さて、私事ですが、例年、初日の出は木曽川の堤防の上で拝んでおります。 
レンコンのほ場が広がり、水稲・⼩⻨のほ場もみられ、トマトや花きなどの施設

もある、そんな景色が朝日に照らし出されます。これは農家の皆様の日々の営みと
関わる⽅々の協力によって作り出される景色です。次代にも引き継いでいきたいと

思います。 
私ども農業改良普及課は、農家の皆様の営みがいっそう実り豊かなものもとなりますよう、関係の

⽅々と連携しながら、スマート農業など新技術の導入や既存技術の改善など、生産性の向上をすすめ
てまいります。あわせて、新たに農業を営む担い手の確保・育成にも取り組んでまいります。 

昨年は、燃油、肥料、飼料など資材価格が近年になく高騰し、農家の皆様は大変御苦労されておられ
るかと思います。一⽅、国では「みどりの食料システム法」が施行されるなど、新たな施策が始められ
ています。 

厳しく、かつ、変化する農業情勢ではありますが、職員一同、海部地域の農業の発展に向けて邁進す
る所存であります。本年もよろしくお願い致します。  

           海部農林⽔産事務所農業改良普及課 課⻑ 日比野好晃 

「堆肥マップ」 



 

 

本県の水田では「あいちのかおり SBL」の作付けが多く、収穫・調整作業や荷受けの集中が問題
となっています。そこで令和 2 年に県農業総合試験場とＪＡあいち経済連が共同研究で「あいちの
かおり SBL」よりも作期が早い新系統「愛知 135 号」を開発しました。現在、この系統の現地試験

⽔稲新系統「愛知 135 号」の現地適合試験を実施しています 

新たに農業経営士、農村生活アドバイザー、⻘年農業士になられた皆様 
令和 4 年 11 月 22 日(火)の認定式において、新たに 10 名の⽅が愛知県知事から認定されまし

た（敬称略）。 
今後の皆様の御活躍を御期待申しあげます。 

により海部地域における早生系統の適合性を確認しており、
令和４年度は津島市内で栽培試験を実施しました。 

試験期間中はカメムシによる吸汁害の集中が懸念されま
したが、適切な防除と栽培管理により、収量・品質ともに良
好な結果となりました。来年度以降も海部地域における栽培
試験を継続していく予定です。 

試験ほ場での生育調査風景 

⻘年農業士 

農村生活アドバイザー 

農業経営士 


